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発
注
者
側
と
し
て
、
応
札
者
が
、
公

正
お
よ
び
公
平
を
害
す
る
よ
う
な
行
為

は
し
な
い
で
、
公
正
な
競
争
の
中
で
入

札
が
行
わ
れ
、
落
札
業
者
が
適
正
な
施

工
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
、
今
後
と
も
、

最
善
の
注
意
を
払
っ
て
い
き
た
い
。

山
本
　
勣
　
議
員

◎
財
政
状
況
に
つ
い
て

□問
　
平
成
17
年
度
の
合
併
か
ら
平
成
19

年
度
ま
で
の
歳
入
歳
出
総
額
の
前
年
度

比
に
つ
い
て
。

□答　

普
通
会
計
決
算
の
平
成
17
年
度
の

歳
入
総
額
は
73
億
６
千
７
５
０
万
７
千

円
、
歳
出
総
額
は
、
72
億
２
千
５
７
４

万
１
千
円
で
あ
る
。
平
成
18
年
度
の
歳

入
総
額
は
、
70
億
２
千
７
２
３
万
５
千

円
、
前
年
度
比
４
・
６
％
の
減
。
歳
出

総
額
は
、
68
億
４
千
４
８
５
万
５
千
円

で
、
前
年
度
比
５
・
３
％
の
減
と
な
っ

て
い
る
。
平
成
19
年
度
の
歳
入
総
額
は
、

66
億
９
千
３
９
９
万
１
千
円
で
、
前
年

度
比
４
・
７
％
の
減
。
歳
出
総
額
は
、

65
億
８
千
１
５
６
万
４
千
円
で
、
前
年

度
比
３
・
８
％
の
減
と
な
っ
て
い
る
。

□問
　
平
成
17
年
度
以
降
の
基
金
取
り
崩

し
の
推
移
に
つ
い
て
。

□答　

財
政
調
整
基
金
は
、
平
成
17
年
度

末
の
現
在
高
が
、
２
億
４
千
７
４
０
万

５
千
円
で
あ
っ
た
が
、
平
成
18
年
度
末

現
在
高
は
、
39
万
６
千
円
の
利
子
の
積

み
立
て
に
よ
り
、
２
億
４
千
７
８
０
万

１
千
円
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
平

成
19
年
度
中
に
平
成
18
年
度
歳
計
剰
余

金
の
う
ち
、
１
億
円
を
積
み
立
て
、
基

金
繰
り
替
え
運
用
に
係
る
利
子
１
７
３

万
９
千
円
を
積
み
立
て
た
の
で
、
平
成

19
年
度
末
の
基
金
の
額
は
、
３
億
４
千

９
５
４
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
は
あ
る
が
、

平
成
18
年
度
、
19
年
度
中
に
お
い
て
は
、

財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し
を
す
る
こ

と
な
く
、
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
る
。

　

減
債
基
金
は
、
平
成
17
年
度
末
現
在

高
が
、
３
千
８
１
２
万
６
千
円
で
あ
っ

た
が
、
平
成
19
年
度
中
に
年
利
７
％
以

上
の
繰
り
上
げ
償
還
に
充
当
す
る
た
め
、

３
千
８
０
０
万
円
を
取
り
崩
し
た
こ
と

な
ど
に
よ
り
、
平
成
19
年
度
末
現
在
高

は
、
37
万
７
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

□問
　
病
院
事
業
会
計
の
累
積
欠
損
金
に

つ
い
て
。

□答　

平
成
19
年
度
末
の
欠
損
金
は
、
２

億
３
千
８
９
１
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

□問
　
病
院
事
業
基
金
の
年
度
別
支
出
額

と
現
在
高
に
つ
い
て
。

□答　

平
成
19
年
度
末
の
基
金
現
在
高
は

４
億
４
千
２
０
０
万
円
で
あ
り
、
そ
の

う
ち
４
億
２
千
万
円
を
一
時
借
入
金
の

返
済
と
支
払
資
金
不
足
に
充
て
る
た
め

に
、
繰
り
替
え
運
用
を
行
っ
て
い
る
状

況
で
あ
る
。

　

年
度
別
の
繰
り
替
え
運
用
額
で
あ
る

が
、
４
億
２
千
万
円
を
平
成
18
年
度
中

に
お
い
て
、
繰
り
替
え
運
用
し
て
い
る
。

◎
行
政
改
革
に
つ
い
て

□問
　
行
政
改
革
推
進
審
議
会
の
取
り
組

み
等
に
つ
い
て
。

□答　

鬼
北
町
附
属
機
関
設
置
条
例
に
基

づ
き
、
行
政
の
組
織
運
営
全
般
に
わ
た

る
改
革
、
改
善
事
項
の
調
査
審
議
お
よ

び
町
長
の
諮
問
に
対
す
る
答
申
に
関
す

る
事
務
を
行
う
た
め
、「
鬼
北
町
行
政
改

革
推
進
審
議
会
」
を
設
置
し
て
い
る
。

審
議
会
の
委
員
10
人
は
、
町
政
に
つ
い

て
優
れ
た
識
見
を
有
す
る
方
を
任
命
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
、
農
林
業
、
商
工
、

教
育
、女
性
団
体
な
ど
町
内
各
界
の
方
々

に
委
員
と
し
て
ご
就
任
を
い
た
だ
い
て

い
る
。
合
併
後
は
、
年
に
１
回
開
催
し

て
お
り
、「
行
政
改
革
大
綱
」、「
人
材
育

成
基
本
方
針
」、「
定
員
管
理
適
正
化
計

画
」、「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
お
よ
び
「
基

本
構
想
」
な
ど
の
計
画
内
容
と
そ
の
取

組
状
況
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
て
い
た

だ
い
て
い
る
。

　
「
行
政
改
革
推
進
本
部
」
は
、
町
長
、

副
町
長
、
教
育
長
お
よ
び
各
課
等
の
長

が
そ
の
構
成
員
で
あ
り
、
行
政
の
組
織
、

運
営
全
般
に
わ
た
る
総
点
検
を
行
い
、

「
行
政
改
革
大
綱
」、「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」

等
に
基
づ
い
て
、
行
政
改
革
の
推
進
を

図
っ
て
い
る
。

◎
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
進
捗
状
況
等
に

つ
い
て

□問
　
事
務･

事
業
の
再
編
整
理
・
廃
止
・

統
合
に
つ
い
て
。

□答　

住
民
の
方
々
の
ご
理
解
を
い
た
だ

き
、
町
単
独
の
補
助
金
と
物
件
費
の

10
％
削
減
、
出
張
時
の
日
当
の
見
直
し

等
を
実
施
し
た
が
、
広
見
給
食
セ
ン

タ
ー
と
日
吉
調
理
場
の
統
合
に
よ
る
事

務
事
業
の
再
編
整
理
は
、
現
在
検
討
中

で
あ
る
。

□問
　
民
間
委
託
等
の
推
進
に
つ
い
て
。

□答　

新
た
に
15
施
設
へ
の
指
定
管
理
者

制
度
の
導
入
と
公
用
車
の
運
転
業
務
の

外
部
委
託
を
行
っ
た
が
、給
食
セ
ン
タ
ー

等
へ
の
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
、
民

営
化
等
は
、
現
在
検
討
中
で
あ
る
。

□問
　
定
員
管
理
の
適
正
化
に
つ
い
て
。

□答　

計
画
策
定
時
に
、
平
成
17
年
４
月

１
日
の
職
員
数
２
０
５
人
を
、
平
成
22

年
４
月
１
日
に
は
、
１
８
６
人
と
す
る

数
値
目
標
を
定
め
て
お
り
、
そ
の
計
画

で
、
平
成
20
年
４
月
１
日
時
点
の
目
標

数
値
は
１
９
４
人
で
あ
る
が
、
現
在
の

職
員
数
は
１
９
２
人
と
な
っ
て
お
り
、

計
画
を
若
干
上
回
る
減
員
と
な
っ
て
い

る
。

□問
　
給
与
の
適
正
化
に
つ
い
て
。

□答　

当
町
の
平
成
19
年
４
月
１
日
現
在

の
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
は
91
・
１
で
あ

り
、
県
内
市
町
平
均
の
93
・
７
を
２
・

６
ポ
イ
ン
ト
下
回
っ
て
い
る
。
ま
た
、

昇
給
・
昇
格
、
退
職
手
当
、
諸
手
当
等
も
、

国
や
県
に
準
じ
た
制
度
と
し
て
い
る
。

□問
　
第
３
セ
ク
タ
ー
の
見
直
し
に
つ
い
て
。

□答　

経
営
状
況
の
よ
く
な
か
っ
た
グ

リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
安
森
を
平
成
18
年
度

に
廃
止
す
る
と
と
も
に
、
鬼
北
町
農
業

公
社
と
日
吉
農
林
公
社
は
、
経
営
の
効

率
化
を
図
る
た
め
、
重
複
し
て
い
る
事

業
等
の
統
廃
合
に
つ
い
て
現
在
検
討
を

進
め
て
い
る
。

□問
　
経
費
節
減
等
の
財
政
効
果
に
つ
い
て
。

□答　

平
成
18
年
度
の
実
績
で
は
、
主
な

も
の
と
し
て
、
職
員
削
減
に
よ
る
人
件

費
の
削
減
で
１
億
３
７
０
万
円
、
補
助

金
等
の
整
理
合
理
化
で
３
千
30
万
円
、

水
道
事
業
会
計
へ
の
基
準
内
繰
り
出
し

の
抑
制
で
１
億
３
千
２
０
０
万
円
、
そ

の
他
の
削
減
策
を
含
め
て
、
合
計
で
２

億
８
千
６
９
０
万
円
の
財
政
効
果
が
出

て
い
る
が
、
今
後
も
、
厳
し
い
財
政
状


